
県立幕張総合高等学校 

目 標 

 

・ 生徒の留学等への興味関心を高める。 

・ グローバル社会における国際理解の必要性の理解を促進する。 

・ 国際理解教育を推進するための校内・校外体制を構築する。 

 

留学生等との交流会の開催 

 

（１）日  時：平成３０年６月２２日（金）１２時から１６時 

（２）会  場：本校会議室 

（３）留学生等：神田外語大学の留学生７１名 

（４）参 加 者：第１学年～第３学年希望生徒４５名、教員１０名、 計 ５５名 

（５）内  容： 

全体会で留学生の紹介と日程の説明をした後、留学生が

出身国と日本の違いなどについてプレゼンテーション 

したり、語学教室を実施したりした。その後、グループ

別にキャンパスツアーとして留学生に学校を紹介した。

また、グループ別に交流会を行い、相互に生活や文化、

将来の夢などを語り合い交流を深めた。 

（６）事前学習： 

  国際交流委員を中心に、各国の下調べや質問の準備などの事前学習を行った。 

（７）事後指導：アンケートを実施 

  ・意義のある交流会だったか 

  ・また参加したいか 

  ・留学生の出身国への理解が深まったか 

  ・日本以外の国への興味を持ったか 

 

海外理解促進のための講演会 

 

（１）日  時：平成３０年１１月１２日（月） １４時から１６時 

（２）会  場：普通科 本校文化ホール  看護科 看護科教室 

（３）講  師：普通科 氏名 五十嵐 さやか 氏 

所属 元青年海外協力隊員 

経歴 海外青年協力隊員（村落開発普及員）としてキルギス共和国に赴任 

        看護科 氏名 小倉 知子 氏 

            所属 元青年海外協力隊員 

            経歴 海外青年協力隊員（看護師）としてウズベキスタンに赴任 
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（４）参 加 者：第１学年生徒７５７名、教員３５名、保護者３名、 計 ７９５名 

（５）内  容： 

元青年海外協力隊員の経験に基づいて多くの写真とともに講演していただいた。派遣の経緯や苦

労したこと、成果と喜びなどのほか、現地での生活や日本の文化との違いなどを理解しやすい構

成で講演していただいた。開発途上国の実情を学び、実際に現地で活動してきた経験に触れ、国

際理解・国際貢献に対する関心を深める内容であった。 

（６）事前学習：国際交流委員を中心に、東ユーラシア各国を

紹介するパネル展示を作成した。 

（７）事後指導：アンケートを実施 

（８）参加者の感想等： 

・実際に現地に行った方だからこそわかる大変さや嬉しさ  

などを聞くことができて、国際理解について柔軟に考え

ることができた。 

・海外に日本の良さを広めたり、その国の特産品を広めた

りしていくことで、国同士の関係を深められるし、小さ

いことでも、小さい国際関係を増やすことで大きなこと

につながる可能性を感じた。 

・国としての支援は大事だけど、人と人とが向かい合って

発展に向かうことの方が大事だと思った。 

・普段では知ることのできないキルギスの文化や生活を知

ることができてよかった。 

 

事業の成果 

 

・ 本事業を通し、海外の自然環境や社会・文化・生活に関する興味・関心を高めることができた。ま

た、国際社会の一員としての自覚を育み、主体的に国際理解を深め、国際貢献に参画しようとする

意欲を促進することができた。 

・ 校内において国際理解教育を推進するための体制を強化することができた。また、地域においては、

事業を通して近隣大学との連携をより深めることができた。 

今後考えられる新たな取組 

 

・ 教育旅行で本校を訪れる海外学校との交流会の実施 

・ インターナショナルスクールとの交流 

・ 外部国際交流団体の連携 

 


